
次回
１月31日
の
例会

★12：30点鐘
★東山荘
★御殿場養護学校について
　校長 増田淳子先生

ロータリーは分かちあいの心

第2026回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／ロータリー理解月間
　　　　　　　ロータリー情報委員会

●会員誕生日
　１月26日　山崎伊久雄君
　１月26日　勝又安彦君
●夫人誕生日
　１月28日　内海隆治君 夫人 幸子様 
　１月29日　小早川豊一君 夫人 かず代様

　この冬の富士山は、いつもより雪が多いように見えます。日常の生活には、雪が降
らない方が有り難いです。
１．ロータリーのご報告
　１月11日、第二分区７クラブ合同新年会があり、豊山徹也副会長と出席しました。この交換に４
月の観桜会には、三島方面の４クラブからそれぞれ数名が出席します。

２．話のさんぽ道
　今日は、「水保全」をテーマに、ドナウ川が見つめ語る「音楽の都・ウィーン」について学んでみましょう。
　ドナウ川は、ドイツ南部を源流にウィーン、ブタペスト、ベオグラードの街を流れ、黒海に注ぐヨー
ロッパ屈指の国際河川であり、古くから重要な交通路として利用されているとともに、文化交流も果
たしてきました。
　豊潤な文化が香るウィーンは、オーストリアの首都であり、かつてのハプスブルグ帝国の都でもあ
りました。特に、旧市街地の「ウィーンの歴史地区」は、都市の発展に伴い、建築、美術、音楽、文学の歴史
に関連して、非常に貴重な価値を有し世界文化遺産に登録されています。「ウィーンの歴史地区」の街
並みは、ゴシック、中世のルネサンスおよびバロック、そして、近代の青春様式（アール・ヌーボー）など、
三つの主要な建築様式を証す歴史のシンボルとなっています。
　ウィーンは、1273年よりハプスブルグ家の640年間にも及ぶ支配の下、17世紀ころからは豪華な世紀
末芸術の花を咲かせました。特に、ウィーン音楽は、古典主義やロマン主義において基礎的な発展を遂
げ、モーツアルトが活躍し、ヨハン・シュトラウス、ベートーベンなど偉大な音楽家を数多く生み、「音
楽の都・ウィーン」としての名声を高めてきました。
　ウィーン市民は、コンサート、オペラおよび舞踏会と、音楽なしには過ごせないといわれています。
新年恒例のウィーン・フィルハーモニー管弦楽団によるニュー・イヤー・コンサートは、今年はジョル
ジュ・プレートルを指揮者に迎え、あの楽友会ホールにて開催されました。人びとに愛されるドナウ川
をテーマとする曲目もあり、ワルツ、ポルカ、マーチなどが演奏され、それは楽しげに優雅な美しい音
色を響かせています。
　ヨーロッパの音楽文化には、本場・本物の凄さを感じ、感動してしまいます。



七クラブ
合同新年会挨拶

静岡第二分区ガバナー補佐
岸本勝一様

嶋田康一様
焼酎の話

○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫

第2620地区
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出 席の 報 告1
17
会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる

会員数
前々回の
確定出席率

61名 59名 49名 83.05％ 100.00％

井上　元君・斎藤　衛君・勝又　洋君・渋谷　一君・勝又敏雄君
嶋田泉太郎君・水口正宏君・渡辺　巌君・大森清治君・山内強嗣君

・新年会ご苦労さまでした。会長、幹事
・先週は立派な梅の鉢を頂き、ありがとうございました。

菅沼　久君
・やっと一つ役が終りました。総代さんにはお世話になりました。

望月　茂君
・クリスマスの写真をありがとうございました。　　　 井口修一君
・今年の正月も又、娘を連れてスキーに行きました。やはり天才で
　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 豊山　篤君
・先週の新年会、皆様のご協力に感謝します。ありがとうございま 
　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 親睦委員会

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（10名）

メ ー プの キ ッャ12
27

12月24日
12月25日
12月26日
12月27日

12月28日
１月８日
１月８日

山 中 湖
山 中 湖
清 水
三 島 西

裾 野
沼 北
沼 北

勝間田太住君
小野　寛幸君
芹澤　正明君
林　　　準君

神谷　高義君
大森　清治君
渋谷　　一君

1／17のスマイル

　新年おめでとうございます。
　本日のおめでとうは二重、三重のおめでとうであ
ります。「案内状」を受け取り、思い出したことが
あります。
　今から39年前の昭和44年７月19日、月探査ロケット、
アポロ11号のアームストロング船長が月面第一歩で「一
人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとって
は偉大な一歩である」との名言に倣えば『「七クラ
ブ合同新年例会のご案内」は初めての案内だが、静
岡第二分区にとっては偉大な飛躍の一枚である』と
いえます。
　これから七クラブ合同例会・ＩＭ、七クラブ合同・
観桜例会と続きます。
　静岡第二分区発展の新年にあたり盛大にお祝いし
ようではありませんか。
　分区初めての七クラブ合同新年例会のホストクラ
ブ「三島南ロータリークラブ」の皆様に感謝お礼申
し上げます。
　あらためて本日はおめでとうございます。               

平成20年１月11日（金）

　酒類は様々な嗜好品の中でも特に
多くの消費者に選択されている代表
的なものです。酒類が租税収入に占
める割合は近年３％台であり、財政上の重要な位置を占
めています。また酒類は、世界各国の食文化との深い伝
統性を有しています。
　適度な飲酒は心臓病の発病を予防する効果があると、
様々な研究で指摘されています。飲酒パターンについて
直接検討した論文は少ないのですが、一週間に５～６日、
一日当たり缶ビール350ml缶を１～２本、日本酒は１合
180ml相当のアルコール量が最も心臓病などに対してリス
クが少ないとされています。
　焼酎はタイから琉球を経て薩摩に伝わったと言われて
おり、泡盛に近い物だったと考えられます。薩摩に伝わっ
た焼酎の製法は米を原料にした物でしたが、当時の薩摩
地方で豊富に手に入った芋を原料にした物が現在の焼酎
の源流だと言われています。薩摩から九州地方を北上し
て伝わって行く過程で、原料は土地の産物に合わせて米、
麦と変化し定着してきました。

　焼酎の飲み方ですが、ロックで飲む場合はしっかりと
した味の焼酎を選ぶのがベターです。お湯割りにする場
合は、あまり熱いお湯はアルコールだけが際立ってしま
い、本来のアロマを感じられないので温めがオススメで
す。お湯を器に注いで温度を下げてから焼酎を注ぐ。
40～50℃くらいが香りも良く味がはっきりします。割り
水燗にするときは、焼酎と水を６対５であらかじめ割っ
ておき、冷蔵庫で２～１週間寝かせ、それを「黒じょか」
に入れ遠火の炭火で温めると実に良い味です。普通にお
湯でぬる燗に仕上げても良いと思います。
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